
ゲストシェル

ゲストシェルは仮想化されたLinuxベースの環境で、PythonなどのカスタムLinuxアプリケー
ションを実行して Ciscoデバイスを自動で制御および管理するために設計されています。シス
テムの自動プロビジョニング（デイゼロ）も含まれます。このコンテナシェルは、ホストデ

バイスから分離された安全な環境を提供します。ユーザはそこで、スクリプトまたはソフト

ウェアパッケージをインストールし、実行することができます。

このモジュールでは、ゲストシェルとそれを有効にする方法について説明します。

•ゲストシェルについて（1ページ）
•ゲストシェルを有効にする方法（7ページ）
•ゲストシェルの設定例（11ページ）
•ゲストシェルに関するその他の参考資料（15ページ）
•ゲストシェルの機能情報（15ページ）

ゲストシェルについて

ゲストシェルの概要

ゲストシェルは仮想化されたLinuxベースの環境で、PythonなどのカスタムLinuxアプリケー
ションを実行して Ciscoデバイスを自動で制御および管理するために設計されています。ゲス
トシェルを使用して、サードパーティ製 Linuxアプリケーションをインストール、更新、お
よび操作することもできます。システムイメージとともにバンドルされており、guestshell
enableコマンドを使用してインストールできます。

ゲストシェル環境は、ネットワーキングではなく、ツール、Linuxユーティリティ、および管
理性を意図したものです。

ゲストシェルは、ホスト（Ciscoスイッチおよびルータ）システムとカーネルを共有します。
ユーザは、ゲストシェルの Linuxシェルにアクセスし、コンテナの rootfsにあるスクリプトお
よびソフトウェアパッケージを更新することができます。ただし、ゲストシェル内のユーザ

は、ホストのファイルシステムおよびプロセスを変更することはできません。
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ゲストシェルコンテナは、IOxを使用して管理されます。IOxは、Cisco IOS XEデバイスのた
めのシスコのアプリケーションホスティングインフラストラクチャです。IOxは、シスコ、
パートナー、およびサードパーティの開発者によって開発されたアプリケーションおよびサー

ビスをネットワークエッジデバイスでシームレスにホスティングすることを、各種の多様な

ハードウェアプラットフォームにおいて可能にします。

次の表は、ゲストシェルのさまざまな機能とサポート対象のプラットフォームに関する情報を

提供します。

表 1 : Ciscoゲストシェルの機能

ゲストシェル（LXCコンテナ）ゲストシェル Lite（限定的な LXCコ
ンテナ）

Cisco IOS XECisco IOS XEオペレーティングシス

テム

• Cisco ISR 4000シリーズ
サービス統合型ルータ（最

低 8 GBの RAMを有する
モデル）

• Cisco Catalyst 3650シリーズス
イッチ（全モデル）

• Cisco Catalyst 3850シリーズス
イッチ（全モデル）

サポートされるプラッ

トフォーム

CentOS 7Montavista CGE7ゲストシェル環境

サポート対象（Python V2.7.5）サポート対象（Python V2.7.11）Python 2.7

• Cisco組込イベントマネー
ジャ

• Cisco IOS XE CLI

• Cisco組込イベントマネージャ

• Cisco IOS XE CLI

• Ncclient

カスタムの Pythonライ
ブラリ

SSH、Yumのインストール、お
よび Python PIPのインストール

Busybox、SSH、および Python PIP
のインストール

サポートされる rootfs

サポート対象外サポート対象外GNU Cコンパイラ

サポートありサポート対象外RPMのインストール

x86MIPSアーキテクチャ

ゲストシェルとゲストシェル Lite

ゲストシェルコンテナを使用すると、ユーザは、システム上で自分のスクリプトやアプリケー

ションを実行できるようになります。Intel x86プラットフォーム上のゲストシェルコンテナ
は、CentOS7.0の最小限の rootfsを持つLinuxコンテナ（LXC）になります。ランタイム中に、
CentOS 7.0で Yumユーティリティを使用して、Pythonバージョン 3.0などの他の Pythonライ
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ブラリをインストールすることができます。また、PIPを使用してPythonパッケージをインス
トールまたは更新することもできます。

Catalyst 3650や Catalyst 3850シリーズスイッチなどのMIPSプラットフォーム上のゲストシェ
ル Liteコンテナには、Carrier Grade Edition（CGE）7.0の rootfsがあります。ゲストシェル Lite
では、スクリプトのインストールまたは実行のみ可能です。これらのデバイスでは、Yumのイ
ンストールはサポートされていません。

ゲストシェルのセキュリティ

シスコは、ゲストシェル内のユーザまたはアプリケーションによってホストシステムが攻撃

されることがないよう、セキュリティを提供しています。ゲストシェルは、ホストカーネル

から分離され、非特権コンテナとして動作します。

ゲストシェルのハードウェア要件

この項では、サポート対象のプラットフォームにおけるハードウェア要件に関する情報を提供

します。

表 2 : Catalystスイッチでのゲストシェルのサポート

ゲストシェルのサポートデフォルトの DRAMプラットフォーム

サポート対象4 GBWS-3650-xxx（すべて）

サポート対象4 GBWS-3850-xxx（すべて）

サポート対象8 GBC9300-xx-x（すべて）

サポート対象16 GBC9500-24Q-x（すべて）

Catalyst 3850シリーズスイッチの最小システム要件は、4 GBの DRAMです。

表 3 : ISR 4000シリーズサービス統合型ルータでのゲストシェルのサポート

ゲストシェルのサポートデフォルトの DRAMプラットフォーム

未サポート4GBISR 4221

未サポート4 GBISR 4321

サポート対象8 GB

サポート対象8 GBISR 4331

サポート対象16 GB

サポート対象8 GBISR 4351

サポート対象16 GB
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ゲストシェルのサポートデフォルトの DRAMプラットフォーム

サポート対象8 GBISR 4431

サポート対象16 GB

サポート対象8 GBISR 4451

サポート対象16 GB

ISR 4000シリーズサービス統合型ルータの最小システム要件は、8 GBの DRAMです。

仮想サービスがインストールされているアプリケーションとゲストシェルコンテナを同時に

使用することはできません。

（注）

ゲストシェルのストレージ要件

Catalyst 3650およびCatalyst 3850シリーズスイッチでは、ゲストシェルは、フラッシュのファ
イルシステムにのみインストールできます。Catalyst 3850シリーズスイッチのブートフラッ
シュでは、ゲストシェルを正常にインストールするには 75 MBのディスク空き容量が必要で
す。

Cisco4000シリーズサービス統合型ルータでは、ゲストシェルは、ネットワークインターフェ
イスモジュール（NIM）のサービスセット識別子（SSID）（ハードディスク）がある場合、
そこにインストールされます。ハードディスクドライブが使用可能な場合、ゲストシェルの

インストールにブートフラッシュを選択することはできません。Cisco 4000シリーズサービス
統合型ルータでは、ゲストシェルを正常にインストールするには 1100 MBのハードディスク
（NIM SSID）空き容量が必要です。

ゲストシェルのインストール中にハードディスク容量が不足した場合、エラーメッセージが

表示されます。

次に、ISR 4000シリーズルータでのエラーメッセージの例を示します。

% Error:guestshell_setup.sh returned error:255, message:
Not enough storage for installing guestshell. Need 1100 MB free space.

ブートフラッシュまたはハードディスクの空き領域は、ゲストシェルが追加データを格納す

るために使用されることがあります。Cisco Catalyst 3850シリーズスイッチでは、ゲストシェ
ルが使用できるストレージ容量は 18 MBです。Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータで
は、ゲストシェルが使用できるストレージ容量は800MBです。ゲストシェルはブートフラッ
シュにアクセスするため、その空き領域の全体を使用できます。
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表 4 :ゲストシェルおよびゲストシェル Liteが使用できるリソース

最小/最大デフォルトリソース

1/100 %1 %

1 %は非標準。800
CPUユニット/シス
テムCPUユニットの
全体

（注）

CPU

256/256 MB256 MBメモリ

デバイスでのゲストシェルへのアクセス

ネットワーク管理者は、IOSコマンドを使用して、ゲストシェル内のファイルおよびユーティ
リティを管理することができます。

ゲストシェルのインストール中に、SSHアクセスがキーベースの認証でセットアップされま
す。ゲストシェルへのアクセスは、IOSの最も高い特権（15）を持つユーザに制限されます。
このユーザは、sudoの実行者である guestshell Linuxユーザとして Linuxコンテナへのアクセス
を許可され、すべてのルート操作を実行できます。ゲストシェルから実行されるコマンドは、

ユーザが IOS端末にログインしたときと同じ特権で実行されます。

ゲストシェルプロンプトでは、標準的な Linuxコマンドを実行できます。

管理ポートを介してのゲストシェルへのアクセス

ゲストシェルは、デフォルトで、アプリケーションによる管理ネットワークへのアクセスを許

可します。ユーザは、ゲストシェル内から管理 VRFのネットワーキング設定を変更すること
はできません。

管理ポートがないプラットフォームの場合、VirtualPortGroupを IOS設定内のゲストシェルに
関連付けることができます。詳細については、「VirtualPortGroupの設定例」の項を参照して
ください。

（注）

ゲストシェルでのスタッキング

ゲストシェルがインストールされている場合、フラッシュのファイルシステムには、gs_script
ディレクトリが自動的に作成されます。このディレクトリは、スタックメンバー間で同期され

ます。切り替え時には、gs_scriptディレクトリの内容のみが、すべてのスタックメンバー間で
同期されます。ハイアベイラビリティでの切り替えの際にデータを保持するには、このディレ

クトリにデータを格納します。
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ハイアベイラビリティでの切り替えの際には、新しいアクティブデバイスは、それぞれのゲ

ストシェルインストールを作成します。古いファイルシステムは維持されません。ゲスト

シェルの状態は、切り替え時に維持されます。

IOxの概要
IOxは Ciscoが開発したエンドツーエンドアプリケーションフレームワークであり、Cisco
ネットワークプラットフォーム上のさまざまなタイプのアプリケーションに対し、アプリケー

ションホスティング機能を提供します。Ciscoゲストシェルは特殊なコンテナ展開であり、シ
ステムの開発および使用に役立つアプリケーションの 1つです。

IOxは、構築済みアプリケーションをパッケージ化し、それらをターゲットデバイス上にホス
トする開発者の作業を支援する一連のサービスを提供することにより、アプリケーションのラ

イフサイクル管理とデータ交換を容易化します。IOxのライフサイクル管理には、アプリケー
ションおよびデータの配布、展開、ホスティング、開始、停止（管理）、およびモニタが含ま

れます。IOxサービスにはアプリケーションの配布および管理ツールも含まれており、ユーザ
がアプリケーションを発見して IOxフレームワークに展開するのに役立ちます。

アプリケーションホスティングは、次の機能を提供します。

•ネットワークの不均質性の遮蔽。

•デバイス上にホストされているアプリケーションのライフサイクルをリモートで管理する
IOxアプリケーションプログラミングインターフェイス（API）。

•一元的なアプリケーションライフサイクル管理。

•クラウドベースの開発。

例：ゲストシェルのネットワーキング設定

ゲストシェルのネットワーキングでは、次の設定が必要です。

•ドメインネームシステム（DNS）の設定

•プロキシの設定

•プロキシの設定を使用するための YUMまたは PIPの設定

ゲストシェル
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ゲストシェルを有効にする方法

IOxの管理

始める前に

IOxは開始まで最長で2分かかります。ゲストシェルを正常に有効にするには、CAF、IOXman、
および Libirtdサービスが実行している必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IOxサービスを設定します。iox

例：

ステップ 3

Device(config)# iox

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了し、特権 EXECモードに
戻ります。

exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4

IOxサービスのステータスを表示しま
す。

show iox-service

例：

ステップ 5

Device# show iox-service

デバイスに対して有効になっている

app-hostingサービスのリストを表示しま
す。

show app-hosting list

例：

Device# show app-hosting list

ステップ 6

次のタスク

次に、ISR 4000シリーズルータでの show iox-serviceコマンドの出力例を示します。

Device# show iox-service

Virtual Service Global State and Virtualization Limits:

ゲストシェル
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Infrastructure version : 1.7
Total virtual services installed : 0
Total virtual services activated : 0

Machine types supported : KVM, LXC
Machine types disabled : none

Maximum VCPUs per virtual service : 6
Resource virtualization limits:
Name Quota Committed Available
--------------------------------------------------------------
system CPU (%) 75 0 75
memory (MB) 10240 0 10240
bootflash (MB) 1000 0 1000
harddisk (MB) 20000 0 18109
volume-group (MB) 190768 0 170288

IOx Infrastructure Summary:
---------------------------
IOx service (CAF) : Running
IOx service (HA) : Not Running
IOx service (IOxman) : Running
Libvirtd : Running

次に示すのは、Catalyst 3850シリーズスイッチでの show iox-serviceコマンドの短縮された出
力例です。

Device# show iox-service

IOx Infrastructure Summary:
---------------------------
IOx service (CAF) : Running
IOx service (HA) : Running
IOx service (IOxman) : Running
Libvirtd : Running

次に、show app-hosting list コマンドの出力例を示します。

Device# show app-hosting list

App id State
------------------------------------------------------
guestshell RUNNING

ゲストシェルの管理

VirtualPortGroupsはルーティングプラットフォームでのみサポートされています。（注）
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始める前に

ゲストシェルのアクセスが機能するには、IOxが構成されて実行している必要があります。
IOxが構成されていない場合は、IOxの構成を求めるメッセージが表示されます。IOxを削除
すると、ゲストシェルにもアクセスできなくなります。ただし rootfsは影響を受けません。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device> enable

ゲストシェルサービスの有効化。ステップ 2 • guestshell enable

例： • guestshell enable コマンド
は、ネットワーキングに

管理 Virtual Routing and
Forwarding（VRF）インス
タンスを使用します。

•フロントパネルネット
ワーキングに

VirtualPortGroups（VPG）
を使用している場合は、

まずVPGを構成する必要
があります。

•ゲスト IPアドレスとゲー
トウェイ IPアドレスは同
じサブネット内にある必

要があります。

（注）

Device# guestshell enable

ゲストシェルで Linuxプログラムを実
行します。

guestshell run linux-executable

例：

ステップ 3

Device# guestshell run python

Bashシェルを開始して、ゲストシェル
にアクセスします。

guestshell run bash

例：

ステップ 4

Device# guestshell run bash

ゲストシェルサービスを無効化しま

す。

guestshell disable

例：

ステップ 5

Device# guestshell disable

ゲストシェル
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目的コマンドまたはアクション

ゲストシェルサービスを非アクティブ

化して、アンインストールします。

guestshell destroy

例：

ステップ 6

Device# guestshell destroy

ゲストシェルの有効化と実行

guestshell enableコマンドは、ゲストシェルをインストールします。このコマンドは、無効化
されているゲストシェルを再アクティブ化する際にも使用されます。

ゲストシェルが有効化された状態でシステムをリロードすると、ゲストシェルは有効化され

たままになります。

guestshell enableコマンドを使用する前に、IOxを設定しておく必要があります。（注）

guestshell run bashコマンドは、ゲストシェルの bashプロンプトを開きます。このコマンドを
動作させるには、ゲストシェルが事前に有効化されていることが必要です。

次のメッセージがコンソールに表示される場合、IOxが有効化されていません。「showiox-service
コマンドの出力をチェックして、IOxの状態を確認してください」

The process for the command is not responding or is otherwise unavailable

（注）

ゲストシェルの無効化と破棄

guestshell disableコマンドを使用することで、ゲストシェルを終了して無効化できます。ゲス
トシェルが無効化された状態でシステムをリロードすると、ゲストシェルは無効化されたま

まになります。

guestshell destroyコマンドは、フラッシュのファイルシステムから rootfsを削除します。すべ
てのファイル、データ、インストールされている Linuxアプリケーション、およびカスタムの
Pythonツールとユーティリティが削除され、回復できなくなります。

Pythonインタープリタのアクセス
Pythonはインタラクティブに使用できますが、Pythonスクリプトをゲストシェルで実行する
こともできます。guestshell run pythonコマンドを使用してゲストシェルで Pythonインタープ
リタを起動し、Python端末を開きます。

ゲストシェル
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guestshell runコマンドは、Linux実行可能ファイルの実行に相当する IOSであり、IOSからの
Pythonスクリプトの実行時に絶対パスを指定します。次の例は、コマンドの絶対パスを指定す
る方法を示しています。

Guestshell run python /flash/sample_script.py parameter1 parameter2

（注）

ゲストシェルの設定例

例：ゲストシェルの管理

次の例では、Catalyst 3850シリーズスイッチ上でゲストシェルを有効にする方法を示
しています。

Device> enable
Device# guestshell enable

Management Interface will be selected if configured
Please wait for completion
Guestshell enabled successfully

Device# guestshell run python

Python 2.7.11 (default, Feb 21 2017, 03:39:40)
[GCC 5.3.0] on linux2
Type "help", "copyright", "credits" or "license" for more information.

Device# guestshell run bash

[guestshell@guestshell ~]$

Device# guestshell disable

Guestshell disabled successfully

Device# guestshell destroy

Guestshell destroyed successfully

VirtualPortGroup設定の例

ゲストシェルネットワーキングにVirtualPortGroupインターフェイスを使用する場合、
VirtualPortGroupインターフェイスには設定済みの静的 IPアドレスが必要です。フロ
ントポートインターフェイスはインターネットに接続されている必要があり、ネット
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ワークアドレス変換（NAT）は VirtualPortGroupとフロントパネルポートの間で設定
されている必要があります。

次に示すのは、VirtualPortGroupの設定例です。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface VirtualPortGroup 0
Device(config-if)# ip address 192.168.35.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip nat inside
Device(config-if)# no mop enabled
Device(config-if)# no mop sysid
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/3
Device(config-if)# ip address 10.0.12.19 255.255.0.0
Device(config-if)# ip nat outside
Device(config-if)# negotiation auto
Device(config-if)# exit
Device(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.0.0.1
Device(config)# ip route 10.0.0.0 255.0.0.0 10.0.0.1
!Port forwarding to use ports for SSH and so on.
Device(config)# ip nat inside source static tcp 192.168.35.2 7023 10.0.12.19 7023
extendable
Device(config)# ip nat outside source list NAT_ACL interface GigabitEthernet 0/0/3
overload
Device(config)# ip access-list standard NAT_ACL
Device(config-std-nacl)# permit 192.168.0.0 0.0.255.255
Device(config-std-nacl)# exit
Device(config)# exit
Device#

例：ゲストシェルの使用

ゲストシェルプロンプトから Linuxのコマンドを実行できます。次の例は、一部の
Linuxコマンドの使用法を示しています。

[guestshell@guestshell~]$ pwd
/home/guestshell

[guestshell@guestshell~]$ whoami
guestshell

[guestshell@guestshell~]$ uname -a
Linux guestshell 3.10.101.cge-rt110 #1 SMP Sat Feb 11 00:33:02
PST 2017 mips64 GNU/Linux

Catalyst 3650および Catalyst 3850シリーズスイッチには、BusyBoxが提供する定義さ
れた一連の Linux実行可能ファイルがあり、Cisco 4000シリーズサービス統合型ルー
タには、CentOS Linuxリリース 7.1.1503が提供するコマンドがあります。
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次の例は、Catalyst 3850シリーズスイッチ上での dohostコマンドの使用を示していま
す。

[guestshell@guestshell ~]$ dohost "show version"

Cisco IOS Software [Everest], Catalyst L3 Switch Software [CAT3K_CAA-UNIVERSALK9-M),
Experimental Version 16.5.2017200014[v165_throttle-BLD-
BLD_V165_THROTTLE_LATEST_20170531_192849 132]

dohostコマンドには、ip http serverコマンドがデバイス上で設定されていることが必
要です。

（注）

例：ゲストシェルのネットワーキング設定

ゲストシェルのネットワーキングでは、次の設定が必要です。

•ドメインネームシステム（DNS）の設定

•プロキシの設定

•プロキシの設定を使用するための YUMまたは PIPの設定

ゲストシェルの DNS設定の例

ゲストシェルのサンプル DNS構成は次のとおりです。

[guestshell@guestshell ~]$ cat/etc/resolv.conf
nameserver 192.0.2.1

Other Options:
[guestshell@guestshell ~]$ cat/etc/resolv.conf
domain cisco.com
search cisco.com
nameserver 192.0.2.1
search cisco.com
nameserver 198.51.100.1
nameserver 172.16.0.6
domain cisco.com
nameserver 192.0.2.1
nameserver 172.16.0.6
nameserver 192.168.255.254

ゲストシェル
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例：プロキシ環境変数の設定

ネットワークがプロキシの背後にある場合は、Linuxでプロキシ変数を設定します。必
要な場合は、環境にこれらの変数を追加します。

次の例は、プロキシ変数を設定する方法を示しています。

[guestshell@guestshell ~]$cat /bootflash/proxy_vars.sh
export http_proxy=http://proxy.example.com:80/
export https_proxy=http://proxy.example.com:80/
export ftp_proxy=http://proxy.example.com:80/
export no_proxy=example.com
export HTTP_PROXY=http://proxy.example.com:80/
export HTTPS_PROXY=http://proxy.example.com:80/
export FTP_PROXY=http://proxy.example.com:80/
guestshell ~] source /bootflash/proxy_vars.sh

例：プロキシ設定用の Yumおよび PIPの構成

次の例は、プロキシ環境変数の設定に Yumを使用する方法を示しています。

cat /etc/yum.conf | grep proxy
[guestshell@guestshell~]$ cat/bootflash/yum.conf | grep proxy
proxy=http://proxy.example.com:80/

PIPのインストールでは、プロキシ設定に使用される環境変数が選択されます。PIPイ
ンストールには -Eオプションを指定した sudoを使用します。環境変数が設定されて
いない場合は、次の例に示すように PIPコマンドでそれらを明示的に定義します。

sudo pip --proxy http://proxy.example.com:80/install requests
sudo pip install --trusted-bost pypi.example.com --index-url
http://pypi.example.com/simple requests

次の例では、Pythonの PIPインストールを使用する方法を示します。

Sudo -E pip install requests
[guestshell@guestshell ~]$ python
Python 2.17.11 (default, Feb 3 2017, 19:43:44)
[GCC 4.7.0] on linux2
Type "help", "copyright", "credits" or "license" for more information
>>>import requests
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ゲストシェルに関するその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Programmability Command Reference, Cisco IOS
XE Everest 16.6.1』

『CLI Pythonモジュール』Pythonモジュール

『ゼロタッチプロビジョニング』ゼロタッチプロビジョニング

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

ゲストシェルの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/prog/command/166/m_166_programmability_cr.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/prog/command/166/m_166_programmability_cr.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/prog/configuration/166/b_166_programmability_cg/cli_python_module.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/prog/configuration/166/b_166_programmability_cg/zero_touch_provisioning.html
http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/support


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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http://www.cisco.com/go/cfn


表 5 :ゲストシェルの機能情報

機能情報リリース機能名

ゲストシェルは、お客様がシ

スコスイッチの自動制御およ

び管理のためのカスタム

Pythonアプリケーションを実
行できる、埋め込み Linux環
境であるセキュアコンテナで

す。システムの自動化された

プロビジョニングも含まれま

す。このコンテナシェルは、

ホストデバイスから分離され

た安全な環境を提供します。

ユーザはそこで、スクリプト

またはソフトウェアパッケー

ジをインストールし、実行す

ることができます。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1aで
は、この機能は次のプラット

フォームに実装されていまし

た。

• Cisco Catalyst 3650シリー
ズスイッチ

• Cisco Catalyst 3850シリー
ズスイッチ

• Cisco Catalyst 9300シリー
ズスイッチ

• Cisco Catalyst 9500シリー
ズスイッチ

Cisco IOSEverest 16.5.1bでは、
この機能は次のプラット

フォームに実装されていまし

た。

• Cisco 4000シリーズサー
ビス統合型ルータ

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

Cisco IOS XE Everest 16.5.1b
ゲストシェル

この機能は、Cisco IOS XE
Everest 16.6.2で、CiscoCatalyst
9400シリーズスイッチに実装
されました。

Cisco IOS XE Everest 16.6.2
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